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オンライン終業式

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

令和３年度の後期９３日の登校日がスタートしました（６年生は９０日！）。

前期は「“楽笑”な学校」らしい、がんばりや心の交流がたくさん見られた
横堀小学校です。
後期も、「運動会＆持久走記録会」からスタートして、日々の学級での授業

や学校行事で、子どもたちの笑顔が増えるように、ますます心をひらいて自分
らしさを発信できるように、職員一同「チームたいようくん」が力を合わせて
前に進んでいきます。
保護者の皆様のお力添えと心のエールは、本校の最大の「強み」です。後期

も、ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

後期は 「自分から」をキーワードにして、まずは、子どもたちの「あいさつ」
で「“楽笑”な学校」を動かしてほしいと願っています。
４月に６年生が考えて、全部の学級に掲示している「子ども版学校経営案」。

そこに書かれたことの多くが実現してきています。あと半年で卒業してしまう
６年生が「小学校でやってみたいこと」に、存分にＣＨＡＬＬＥＮＧＥできる
ことを応援したいと思います。

後期の主な行事

月 日（曜日） 行事の名前 コメント

１０月 １３日（水）就学時健診 ・来年の新入生１２人が学校にやってきます。
１６日（土）運動会 ・持久走も見られますよ！（晴れてくれぇ）
２５日（月）払田柵旗立て ・高学年が旗立てで地域を盛り上げます。

１１月 ５日（金）なべっこ ・コロナ禍でもできることを考えています。

１２月 １日（水）県学習状況調査 ・初登場の４年生と、高学年の伸びに期待！
９日（水）ＰＴＡ参観日 ・じっくり、ゆっくりご覧いただきたいです。

２ ５ 日 （ 土 ） 冬休み ・今年の雪はどうでしょう。
～１／１３（木）

１月 ２５日（火）～ スキー学習 ・下学年は大台。上学年はたざわ湖スキー場。

２月 １５日（火）ＰＴＡ参観日 ・今年の成長を確かめ合いましょう。

３月 ４日（金）６年生を送る会 ・「Heart」をハートで送りましょう。
１５日（火）卒業式 ・今年は、みんなでお祝いしたいですね。
１８日（金）修了式 ・令和３年度のゴールです！

※今年度も１１月に計画していた「祖父母参観」は中止の方向で考えています。

後期ス ター ト ！ 「 自 分 か ら 」 ・ ・ ・ で き る 子 に
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“いざ”というときに備えて・・ ・ 全員参加の「引き渡し訓練」
災害時の保護者への引き渡しを実施しました。今回は、児童クラブの利用児童について

も参加をお願いしました。お仕事中やお忙しい中、ご協力ありがとうございました。
皆さんの事前の心の準備のおかげで、駐車場の利用も、カードへの記入も、出入り口の

動きも、とてもスムーズにできたと思います。
災害は突然やってきます。今回のように、ご家庭内の連携を図って、子どもたちの安全

を守っていきたいです。中には、園や中学校等への複数の対応も必要なご家庭もあるかと
思います。「いざというとき」のことを、このような機会に話し合って備えることも大事
ですね。

「読書の秋」１年生から３年生までのがんばりが目立ちます。お兄さん、お姉さんも
図書室や図書館と仲よくなりましょう。
大仙市子ども読書通帳 ２００冊賞 ２年生 加藤 凛子さん

１００冊賞 １年生 渋谷 怜央さん
３年生 岸 真彩さん

５０冊賞 １年生 石崎 瑛 さん
１年生 小林 亜香さん

マイティ ・ノースの強さは永久に・ ・ ・！
またまた“優勝”おめでとう

新チームになっても「優勝」できる、
本物の強豪チームです。

郡の新人大会の結果を見てください。
対 千畑 １９対１
対 中仙 ２３対０
対 四ツ屋 １１対０ 圧倒的勝利です！

今日の段階で、 １ ６日（土）と １ ７日 （日）は雨の予報です。そうなると、 １ ８日 （月）は登校日と
なって、運動会は平日開催となります。いろんな準備と対応に、ご協力ください。
前日の夕方には、開催の可否について決定したいと考えています。

「幸せな子」を育てるのではなく、
どんな境遇に置かれても「幸せになれる子」を育てたい

この言葉は、上皇后美智子さまが天皇陛下（徳仁親王：ナルちゃん）を育てるとき，
世話役の侍従や女官に向けて書いた育児ノート「ナルちゃん憲法」の中にある言葉です。

我が家の二人の子どもたちは、どうにかこうにか自立して巣立っています。定年退職
までカウントダウンの私には、美智子さまのお言葉が、次のようにも聞こえてきます。

小学生の今だけを見て 「幸せな子」を育てるのではなく、
やがて社会に出たときに、自力で 「幸せになれる子」を育てなさい

横堀小学校でお世話になりながら、『できることをやりましょう』ということを学校
づくりの核にして、様々な折にお話してきました。実は、こんな願いもあります。

「できることは、子どもに任せてやらせてあげましょうよ」
親の手でやってあげることを我慢して、子どもに少しの困難を与えてあげることこそ、

親の「真のやさしさ」だと思うのです。「真のやさしさ」で子育てを楽しみませんか。

「いつまで一緒にいられるかわからないということを、しっかり心にとめて
お互いを大切にしよう」ジョシュア・リーブマン（１３歳で大学に進学したアメリカの作家）


